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四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
を
開
催

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会　

　

大
会
は
、
林
本
県
町
村
議
長
会
長
の
開

会
の
こ
と
ば
、
白
石
本
県
町
村
会
長
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、	「
宣
言
」
を
決
定
し

た
。
次
い
で
来
賓
の
髙
須
賀
県
市
長
会
長

（
東
温
市
長
）、
寺
井
県
市
議
会
議
長
会
長

（
松
山
市
議
長
）、
藤
原
全
国
町
村
会
長
及

び
高
橋
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
の
各
来

賓
か
ら
懇
篤
な
祝
辞
が
あ
っ
た
後
に
協
議

に
入
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
宣
言
を
採
択
し
た
後
に
提

出
議
題
の
審
議
に
入
り
、
小
松
高
知
県
芸

西
村
議
長
及
び
長
尾
徳
島
県
佐
那
河
内
村

議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
「
地
震
防
災

対
策
に
つ
い
て
」
や
「
四
国
8
の
字
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
及
び
本
州
四
国
連

絡
道
路
に
お
け
る
全
国
共
通
水
準
料
金
の

確
実
な
実
現
に
つ
い
て
」
な
ど
6
議
案
を
、

ま
た
、
別
掲
の
「『
四
国
八
十
八
箇
所
霊

場
と
遍
路
道
』
の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い

て
」
の
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
本
県
の
髙
野
久

万
高
原
町
長
が
説
明
し
、
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
決
定
し
国
の
関
係
省
庁
や
国
会
議

員
へ
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

最
後
に
、
さ
き
の
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
被
災
地
か
ら
の
声
と
し
て
、「
東
日
本

大
震
災
、
そ
の
時
、
こ
れ
か
ら
」
と
題
し

て
、
岩
手
県
大
槌
町
の
平
野
総
務
部
長
か

ら
講
演
が
あ
り
、
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

引
き
続
き
記
念
講
演
会
に
入
り
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
松
山
放
送
局
の
吉
川
局
長
か
ら
「
ド
ラ

マ
に
見
る
四
国
の
魅
力
」
と
題
し
て
、
四

国
四
県
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
や
放
送
の
経
緯

な
ど
の
お
話
を
聴
講
し
た
。

　

な
お
、
大
会
終
了
後
の
意
見
交
換
で
は

中
村
愛
媛
県
知
事
及
び
岡
田
愛
媛
県
議
会

議
長
か
ら
温
か
い
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
、

盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

　四国四県町村会と同町村議会議長会は、₉月27日㈭午後₂時から松山全日空ホテル
で「四国四県町村長・議長大会」を本県当番により開催した。これは四県の連携をよ
り強化するための大会で、昨年に続き₂回目の開催。この大会には、四国四県57町村
から町村長及び議長ら約160人が出席し、盛大に開催された。

開会のことばを述べる林本県議長会長あいさつを述べる白石本県町村会長
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「四国八十八箇所霊場と遍路道」の世界遺産登録について

　四国遍路は、徳島県・高知県・愛媛県・香川県の四県をつなぐ、空海（弘法大師）ゆかりの八十八箇所霊場をルー
プ状に巡る全長1400㎞の壮大な寺院巡拝である。
　この巡拝は、古くから一般庶民に定着し、それを地域社会が「お接待」と呼ばれる支援で支えており、遍路の基と
なる「思想・信仰」、実践する「場」、さらにそれを支える「地域」の₃者が一体となった「遍路文化」が1000年を超
えて現在に継承されている。
　こうした「遍路文化」は、日本国内、さらには世界的に見ても、顕著な普遍的価値のあるもので、人類全体の遺産
として次代に引き継いでいくべきであり、まさに世界遺産にふさわしいものと考える。
　ついては、国においては今後、「四国八十八箇所霊場と遍路道」をとりまく環境を整えるとともに、四国遍路文化の
世界遺産登録に取り組まれるよう強く要望する。
　我々もまた、弘法大師空海の残した思いや足跡が生活に密着するなど、四国ならではの魅力を広く内外にアピール
するとともに、今後、国、県及び経済団体等と相携えて、四国遍路文化の世界遺産登録の実現に向けて積極的な行動
を起こすことを表明する。

被災地からの声　平野大槌町総務部長

四国四県万歳

提案説明する髙野久万高原町長

記念講演　吉岡ＮＨＫ松山放送局長

提　出　議　題 説　明　者

₁　地震防災対策について
₂　地方財政の充実強化について
₃　農林水産業の振興対策について

高知県　小松芸西村議会議長

₄　水資源対策の充実・強化について
₅　「四国８の字ネットワーク」の早期整備及び本州四国連絡道路における全国
共通水準料金の確実な実現について
₆　米軍機ＭＶ－オスプレイの低空飛行訓練の中止について

徳島県　長尾佐那河内村議会議長
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本
年
3
月

10
日
、西
予
・

宇
和
島
北
間

の
高
速
道
路

が
開
通
し
、

地
域
の
皆
様

と
共
に
南
予

地
域
の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
宇
和
島
圏
域
な
ら
で
は
の
観
光

資
源
に
更
に
磨
き
を
か
け
、
観
光
客
の
皆

様
に
そ
の
魅
了
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て

い
た
だ
く
為
に
各
市
町
知
恵
を
絞
り
「
え

ひ
め
南
予
い
や
し
博
2
0
1
2
」
の
成
功

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

鬼
北
町
で
は
、成
川
渓
谷
ピ
ザ
祭
り
、い

も
た
き
復
活
祭
、安
森
そ
う
め
ん
流
し
、鬼

北
そ
ば
づ
く
り
体
験
、
で
ち
こ
ん
か

2
0
1
2
等
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

ア
ピ
ー
ル
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容

に
つ
い
て
、
少
し
ふ
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

成
川
渓
谷
ピ
ザ
祭
り
は
、
い
や
し
博
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
場
内
に
新
た

に
窯
を
設
置
し
ピ
ザ
焼
き
の
実
演
を
行
う

も
の
で
す
。
参
加
者
は
、
受
付
で
ピ
ザ
生

地
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
材
料
を
受
け
取
っ
た

後
、
自
ら
が
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
す
。
そ
の

後
ス
タ
ッ
フ
が
ピ
ザ
釜
で
焼
き
、
焼
き
あ

が
っ
た
後
は
、
参
加
者
の
手
で
ピ
ザ
を
切

り
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
焼
き
上
が
っ

た
ピ
ザ
は
そ
の
場
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

中
に
は
さ
ら

に
涼
を
求
め

て
、
出
来
立

て
の
ピ
ザ
を

川
の
ほ
と
り

で
味
わ
う
方

も
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
7
月

29
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た

が
、
イ
ベ
ン

ト
前
か
ら
予

約
が
殺
到
し
、
当
日
は
4
5
0
人
が
成
川

渓
谷
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
2
0
0

枚
の
ピ
ザ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
大
盛
会

で
し
た
。

　

い
も
た
き
復
活
祭
は
、
旧
広
見
町
で
昭

和
55
年
か
ら
平
成
19
年
ま
で
、
8
月
中
旬

か
ら
9
月
末
ま
で
役
場
裏
の
奈
良
川
河
川

敷
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
59
年
の

期
間
中
に
は
7
千
人
の
方
が
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
秋
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
『
い
も
た

き
』が
時
代
と
共
に
休
止
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が　

～
あ
の
時
の
に
ぎ
あ
い
を
も
う
一

度
～　

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。鬼
北
産

の
サ
ト
イ
モ
、
ゆ
で
卵
な
ど
が
た
っ
ぷ
り

入
っ
た
鍋
に
好
み
で
川
ガ
ニ
を
足
し
て
堪

能
す
る
事
が
出
来
、9
月
15
日
か
ら
9
月
29

日
の
間
、
6
回
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
を
契

機
に
続
く
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

安
森
そ
う
め
ん
流
は
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
安
森
洞
か
ら
流
れ
出

る
清
流
を
利
用
し
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年

で
32
年
目
と
な
り
ま
す
。
地
元
食
材
を
利

用
し
た
『
つ
ゆ
』
が
大
変
好
評
で
多
く
の

皆
さ
ん
が
涼
を
求
め
て
お
出
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
い
や
し
博
の
効

果
も
あ
り
、
過
去
最
高
の
1
万
2
千
人
の

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

随想随想随想
﹁
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
2
0
1
2
﹂

　
　
　
　
　
　
　
に
期
待
を
よ
せ
て

 

鬼
北
町
議
会
議
長　

松
　
浦
　
　
　
司
　

　

鬼
北
そ
ば
づ
く
り
体
験
は
、
そ
ば
の
種

ま
き
か
ら
、
白
い
花
を
つ
け
た
そ
ば
の
花

見
、
実
の
収
穫
、
そ
ば
打
ち
ま
で
、
地
元

の
人
々
と
交
流
し
な
が
ら
体
験
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
開
催
地
愛
治
地
区
で
は
一

昨
年
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
が
主
体
と
な
っ
て

そ
ば
研
究
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
耕
作

放
棄
地
や
田
ん
ぼ
の
後
作
を
利
用
し
、
そ

ば
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、

栽
培
し
た
そ
ば
を
粉
に
し
て
﹁
そ
ば
打
ち

体
験
｣
を
実
施
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

は
も
と
よ
り
、
地
区
外
の
人
々
と
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
で
ち
こ
ん
か
」
は
、多
く
の
ブ
ー
ス
を

設
け
町
内
外
よ
り
出
展
い
た
だ
き
わ
が
町

の
一
代
イ
ベ
ン
ト
と
定
着
し
て
い
る
所
で

す
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
に
振
舞
わ

れ
る
『
ジ
ャ
ン
ボ
き
じ
鍋
』『
も
ち
撒
き
大

会
』
等
数
多
く
の
催
し
は
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、「
え
ひ
め
南
予
い
や
し

博
2
0
1
2
」
を
契
機
に
今
ま
で
以
上
に
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
住
民
が
一

丸
と
な
り
鬼
北
町
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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全
国
町
村
会
と
全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、個
性
豊
か
な
町
村
の
実
現
を
目

指
す
た
め
、
左
記
の
と
お
り
全
国
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

全
国
町
村
長
大
会
・
議
長
大
会

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催

お知らせお知らせ第56回町村議会議長全国大会開催要綱
１．目　的
　全国の町村議会の総意を結集し、我々町村議会議員
が一貫して築き上げてきた地方自治の精神と原則に立
ち、住民自治に基づく個性と活力に満ちた町村の実現
を期するため。

２．名　称　第56回町村議会議長全国大会

３．日　時　平成24年11月14日㈬
　　　　　　　　開会　正午（閉会 午後３時00分予定）

４．場　所　ＮＨＫホール　東京都渋谷区神南2-2-1

５．来　賓
　⑴　祝辞依頼者
　　　　　　内閣総理大臣、総務大臣、衆議院議長、
　　　　　　参議院議長、与党代表、野党代表、
　　　　　　全国町村会長
　⑵　臨席案内者　衆参両院議員

６．出席者　町村議会議長等

７．大会次第
　⑴　開会のことば
　⑵　国歌斉唱
　⑶　会長あいさつ
　⑷　宣　言
　⑸　来賓祝辞
　⑹　来賓紹介
　⑺　議長団選出
　⑻　議　事　1）要　望
　　　　　　　2）決　議
　　　　　　　3）特別決議
　　　　　　　4）実行運動方法協議
　⑼　ガンバローコール
　⑽　閉会のことば

８．特別講演

全国町村長大会開催要綱
１．名　称　全国町村長大会

２．目　的　
　町村長の総意を結集して、農山村の持つ多面的な価値の重要性
を訴えるとともに、それぞれの町村が地域の特性や資源を活かし
た施策を自主的・自立的に展開できるよう、多様で個性溢れる町
村の実現を目指す。

３．日　時　平成24年11月21日㈬
　　　　　　　　会場受付開始：午前11時
　　　　　　　　開会：正午、閉会：午後２時（予定）

４．会　場　ＮＨＫホール　東京都渋谷区神南2-2-1
　　　　　　　　電話03（3465）1751（代表）

５．出席者　⑴　全国の町村長
　　　　　　⑵　都道府県及び郡（地区）町村会の事務局長等

６．来　賓　⑴　挨拶要請者　政府・国会・与野党代表、
　　　　　　　　　　　　　　全国町村議会議長会長
　　　　　　⑵　出席要請者　衆参両院議員

７．次　第　⑴　開　会
　　　　　　⑵　国歌斉唱
　　　　　　⑶　全国町村会長挨拶
　　　　　　⑷　来賓挨拶
　　　　　　⑸　町村へのメッセージ（仮題）
　　　　　　⑹　議　事　①　決　議
　　　　　　　　　　　　②　意　見
　　　　　　　　　　　　③　実行運動方法
　　　　　　⑺　閉　　会

８．実行運動等
　⑴　大会終了後、各都道府県町村会長により民主党及び自由民主

党への実行運動を予定しております。
　⑵　都道府県別の座席は、大会座席割当基準により、別途決定す

るものとします。

平成24年度全国町村長大会前後の関係団体大会・会議等予定一覧表（第３報）
平成24年₉月12日現在　全国町村会行政部調べ　

月　　日 時間 大　会　・　会　議　等 会　　場 電　話 主　　催　　者 電　　話

①10月26日㈮ 10:30 全国町村会 正副会長会 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482

②10月26日㈮ 13:00 全国町村会 理事会（都道府県町村会長会議）、政務調査会 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（行政部） 03-3581-0483

③11月14日㈬ 12:00 第56回町村議会議長全国大会 ＮＨＫホール 03-3465-1751 全国町村議会議長会 03-3264-8182

④11月15日㈭ 10:30 半島振興対策促進大会 全国町村会館 03-3581-0471 全国半島振興市町村協議会 他 03-3581-0484

⑤11月16日㈮ 13:00 全国過疎地域自立促進連盟第43回定期総会 メルパルク東京 03-3459-5501 全国過疎地域自立促進連盟 03-3580-3070

⑥11月20日㈫ 11:00 土砂災害から人命と地域を守る砂防会議 砂防会館 別館 03-3261-8386 全国治水砂防協会 03-3261-8386

⑦11月20日㈫ 13:30 全国町村会 正副会長会 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482

⑧11月20日㈫ 14:30 全国町村会 理事会（都道府県町村会長会議）全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482

★11月21日㈬ 12:00 全国町村長大会 ＮＨＫホール 03-3465-1751 全国町村会（行政部） 03-3581-0483

⑨11月22日㈭ 10:00 水産業振興・漁村活性化推進大会 全国町村会館 03-3581-0471 全国市町村水産業振興対策協議会 03-3581-0485

⑩11月22日㈭ 10:00 第57回簡易水道整備促進全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 全国簡易水道協議会 03-3581-3751

⑪11月22日㈭ 10:30 全国山村振興連盟通常総会 グランドアーク半蔵門 03-3288-0111 全国山村振興連盟 03-3581-7527

⑫11月22日㈭ 13:30 国保制度改善強化全国大会 日比谷公会堂 03-3591-6388 国民健康保険中央会 03-3581-6821

⑬11月22日㈭ 14:00 全国観光地所在町村協議会総会 全国町村会館 03-3581-0471 全国観光地所在町村協議会 03-3581-0484

⑭11月29日㈭ 13:00 全国浄化槽推進市町村協議会通常総会 グランドヒル市ヶ谷 03-3268-0111 全国浄化槽推進市町村協議会 03-3635-4888

⑮11月29日㈭ 13:30 安全・安心の道づくりを求める全国大会 日比谷公会堂 03-3591-6388

全国道路利用者会議
道路整備促進期成同盟会全国協議会
全国高速道路建設協議会
全国街路事業促進協議会

03-3501-5611
03-3234-1707
03-5212-9147
03-5320-5247

⑯11月30日㈮ 14:00 治水事業促進全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 全国治水期成同盟会連合会 03-3222-6663
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
第
37
回
ま
さ
き
文
化
祭

松 

前 

町

　
　
　
　
　
　
　 

10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　

松
前
町
の
文
化
、
芸
術
・
産
業
が
一
堂
に
集
ま

る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
。松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

を
主
会
場
に
、
町
民
文
化
活
動
の
展
示
、
芸
能
発

表
、
地
元
商
工
会
や
各
種
団
体
が
出
店
す
る
バ

ザ
ー
、姉
妹
都
市
で
あ
る
北
海
道
松
前
町
の
物
産

展
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

●イベントゾーン（庁舎前駐車場）
　10/27　オープニングセレモニー、獅子舞競演会
　　　　　ちんどん屋パフォーマンス
　10/28　ゴスペルライブ、おもろいけん玉ショー
　10/27・28　まつまえ・まさき物産展、
　　　　　ふるさとフェスタ（伊予市・砥部町特産展）
　　　　　各種バザー
●アートゾーン（松前総合文化センター）
　10/27　チャレンジ・ザ・ゲーム
　10/27・28　作品展示会、芸能発表会
●アミューズメントゾーン（松前公園）
　10/28　フリマの祭典
　10/27・28　子ども作品展
●ふれあいゾーン（松前町総合福祉センター）
　10/27　健康コーナー、サロン・ボランティアコーナー
　　　　　交通安全コーナー

 お問い合わせ／松前総合文化センター　☎985-4139

　

新
議
長
紹
介

　

9
月
25
日
の
松
前
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

三
好
勝
利
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

松
前
町
議
会
議
長

　
　
三み

　
好よ

し

　
勝か

つ

　
利と

し

　
氏

過
疎
対
策
担
当
職
員
研
修
会

全
国
過
疎
地
域
活
性
化
連
盟

　

平
成
24
年
度
過
疎
対
策
担
当
職
員
研
修

会
が
9
月
10
日
・
11
日
の
両
日
、
全
国
過

疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
の
主
催
に
よ
り
東

京
都
「
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
過
疎
対
策
担
当
職
員
ら
が

出
席
。
本
県
か
ら
は
事
務
局
職
員
が
出
席

し
た
。

　

研
修
会
の
開
催
要
領
は
次
の
と
お
り
で

す
。

平成24年度過疎対策担当職員研修会開催要領

１．目　的
　これからの過疎地域は、地域の自立促進を図りつつ、美しく風格
ある国土の形成に寄与することや都市地域との交流・連携等により
国民の豊かな生活を実現するための役割を担うことが期待されてい
ます。
　本研修会においては、このような個性ある魅力的な地域づくりを
推進する地方自治体の職員が、過疎地域をめぐる問題を多面的に研
究し、今後における方向性を探る契機とするものです。
２．主　催　全国過疎地域自立促進連盟
３．開催日
　○第１日　平成24年９月10日㈪
　　講演◦限界集落の真実～過疎限界集落問題の構造とその未来～
　　　　　　　首都大学東京都市教養学部　准教授　山下　祐介氏
　　　　◦「ないものねだり」から「あるもの探し」の旅へ
　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県対馬市長　財部　能成氏
　　　　◦過疎地域振興の現状と課題
　　　　　　　　　総務省自治行政局過疎対策室長　山口　祥義氏
　○第２日　平成24年９月11日㈫
　　　　◦地域おこし協力隊の活動と起業「つながりの中で生きる」
　　　　　　　　北海道喜茂別町地域おこし協力隊卒業生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋口とも子氏
　　　　◦移住への道　定住への道
　　　　　　　　島根県雲南市地域おこし協力隊員　三瓶　裕美氏
　　　　◦道の駅を核とした地域ビジネス
　　　　　　　伊藤忠商事株式会社　自動車・産機・建機部門
　　　　　　　自動車ビジネスクリエーション室長　賦勺　尚樹氏
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町の伝統行事 上 島 町

【概　要】
　9月28日の魚島地区を皮切りに、岩城地区、生名
地区、弓削佐島地区、弓削上弓削区、弓削下弓削地
区、弓削引野・明神地区で、それぞれ秋祭りが盛大
に行われます。各地区で神輿、ダンジリを担いだ町
民たちの声がにぎやかに響き渡り、10月28日まで
は町内が祭り一色になります。

上島町秋祭り
●場　　所／上島町弓削の各地区、岩城地区、生名地区、魚島地区
●実施時期／魚島地区　9月28日～30日（本祭：9月29日・30日）

岩城地区・生名地区・弓削佐島地区　10月6日～7日（本祭：10月7日）
弓削上弓削区　10月13日～15日（本祭：10月14日）
弓削下弓削地区　10月19日～21日（本祭：10月20日）
弓削引野・明神地区　10月27日～28日（本祭：10月28日）

 

▶
魚
島
地
区

 

◀
岩
城
地
区

 

◀
弓
削
佐
島
地
区

 

◀
弓
削
上
弓
削
区

 

◀
弓
削
引
野
・
明
神
地
区

 

▶
生
名
地
区

 

▶
弓
削
下
弓
削
地
区
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9
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
平
成
24
年
度
愛
媛
県
市
町
総
合

事
務
組
合
職
員
採
用
試
験
（
第
1
次
試

験
）、第
72
回
国
民
体
育
大
会
開
催
内
定

記
念
イ
ベ
ン
ト

▽
3
日
＝
愛
媛
県
信
用
保
証
協
会
平
成
24

年
度
第
3
回
理
事
会

▽
4
日
＝
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
平

成
24
年
度
第
3
回
理
事
会

▽
5
日
＝
都
道
府
県
災
害
共
済
支
部
主
任

者
会
議
、
都
道
府
県
町
村
会
事
務
局
長

会
議
、
四
国
四
県
町
村
会
長
・
事
務
局

長
会
議

▽
6
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、
㈶

全
国
自
治
協
会
理
事
会
・
災
害
共
済
委

員
会
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

理
事
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
、
全
国

町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
総
代
会
、
第

46
回
海
外
地
方
行
政
調
査
（
ア
ジ
ア
）

説
明
会
、
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
平
成

24
年
度
第
2
回
理
事
会
・
第
1
回
事
務

局
長
会
議（
政
府
予
算
対
策
合
同
会
議
）

▽
10
日
＝
平
成
24
年
度
過
疎
対
策
担
当
職

員
研
修
会
（
11
日
ま
で
）

▽
11
日
＝
平
成
24
年
度
愛
媛
県
県
民
総
合

文
化
祭
実
行
委
員
会
（
第
2
回
）

▽
13
日
＝
災
害
共
済
関
係
事
業
推
進
及
び

法
人
移
行
事
務
処
理
等
打
合
会
、
内
外

情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇
談
会

▽
20
日
＝
懇
談
会
「
地
方
を
め
ぐ
る
諸
問

題
」、自
治
労
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
申
し

入
れ
、
都
道
府
県
退
職
手
当
組
合
職
員

研
修
会
（
21
日
ま
で
）

▽
24
日
＝
中
国
・
四
国
地
区
非
常
勤
職
員

　　

 　

教
育
に
よ
る
人

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」、
昼
間
は
別

と
し
て
、朝
晩
は
秋
の
気
配
を
感
じ
る
。た

だ
一
日
の
寒
暖
差
は
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
例

年
に
な
く
大
き
い
。

　

欧
州
の
金
融
危
機
か
ら
未
だ
脱
せ
ず
、一

向
に
明
る
さ
が
見
え
て
こ
な
い
世
界
経
済
。

　

一
方
、先
の
ロ
シ
ア
に
続
い
て
、こ
れ
か

ら
米
国
、
中
国
、
韓
国
の
リ
ー
ダ
ー
が
替

わ
る
時
期
に
入
る
。
そ
の
中
で
、
3
・
11

未
曽
有
の
災
害
か
ら
復
興
で
き
て
い
な
い

我
が
国
。
中
央
政
府
も
何
と
な
く
落
ち
着

か
な
い
。
不
安
定
社
会
に
あ
っ
て
は
、
何

処
で
あ
ろ
う
と
も
根
底
に
は
汗
を
流
す
者

へ
の
応
報
、
公
平
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば

丸
く
収
ま
ら
な
い
。

　

さ
て
、
先
の
大
戦
後
67
年
、
平
和
日
本

を
過
し
て
来
た
わ
が
国
は
、
賢
明
で
勤
勉

の
国
内
で
、
何
か
大
事
な
も
の
を
忘
却
し

て
き
た
よ
う
な
思
い
が
す
る
。『
点
数
と

順
番
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
た
』
教
育
は
ど
う

で
あ
っ
た
の
か
。
さ
ら
に
某
教
育
学
者
の

言
葉
を
借
り
れ
ば
、
日
本
の
教
育
は
『
し

な
さ
い
！
』
で
あ
り
、
先
進
国
？
は
『
こ

う
し
た
ら
ど
う
か
？
』
で
あ
る
。
人
は
赤

ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
学
習
し
て
い
る
が
、
学

校
教
育
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
る
と
の
指
摘
が

あ
る
。
し
か
し
、
昨
今
の
一
方
的
な
海
外

の
行
動
に
み
る
よ
う
な
、
一
部
外
国
の
徹

底
し
た
植
え
付
け
教
育
は
、
洗
脳
に
近
い

も
の
だ
け
に
そ
の
怖
さ
が
あ
る
。

　

近
年
の
「
い
じ
め
」
や
奇
妙
な
事
件
多

発
生
は
、
高
学
歴
社
会
は
良
し
と
し
て

も
、
偏
っ
た
方
向
へ
の
結
末
で
あ
る
こ
と

に
、
皆
が
再
考
す
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。
自
分
自
身
で
考
え
る
力
、
幼
児
期
か

ら
心
を
打
つ
よ
う
な
、
真
の
人
間
形
成
に

行
き
つ
く
教
育
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。
ま
ず
教
育
の
場
を
経
営
に
裏
打

ち
す
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

人
づ
く
り
は
国
是
で
あ
り
、
教
育
は
一

貫
し
な
け
れ
ば
、
勿
論
、
他
国
の
よ
う
な

洗
脳
は
論
外
で
あ
る
。

　

今
日
、
記
憶
を
主
と
し
た
教
育
に
も
関

わ
ら
ず
、
例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
タ
リ
ア

等
の
位
置
が
分
か
ら
な
い
学
生
が
い
る
こ

と
に
失
笑
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
兎
に
も

角
に
も
国
益
に
繋
が
る
正
し
い
教
育
を
一

貫
し
て
や
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
特
殊
能

力
や
個
性
を
伸
ば
す
分
野
別
教
育
も
徹
底

し
、
諸
外
国
に
堂
々
と
渡
り
合
い
、
明
確

に
も
の
が
言
え
る
人
間
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
、
世
界
で
遅
れ
て
し
ま
う
。

　

大
卒
者
が
即
大
人
で
は
な
い
。
親
か
ら

の
金
銭
援
助
を
当
然
と
解
し
、
働
く
事
自

体
を
堂
々
と
人
前
で
拒
否
す
る
若
者
の
多

さ
。
ニ
ー
ト
に
歓
び
を
感
じ
、
他
人
に
指

示
さ
れ
る
だ
け
で
、
翌
日
か
ら
職
を
辞
め

る
若
者
の
感
覚
。
こ
れ
ら
は
全
て
で
は
な

い
が
、
そ
の
根
源
は
教
育
に
あ
り
、
そ
の

結
末
で
あ
る
。

　

い
ま
さ
ら
で
は
な
い
が
教
育
が
そ
れ
な

り
に
「
人
づ
く
り
」
を
左
右
す
る
。少
子
化

対
策
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
社
会
で
共
存

出
来
る
常
識
人
を
超
高
齢
社
会
は
求
む
…
。

�

（
Ｔ
）

　
「
新
し
い
真
理
が
、
古
い
誤
諺
よ
り
も

　
　
　
　
　

危
険
と
い
う
こ
と
は
な
い
」

　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ　

ド
イ
ツ
の
詩
人
）

一

筆

編
集
後
記

　

秋
祭
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

町
に
よ
っ
て
開
催
日
が
異
な
る
よ
う
で
す

ね
。今
月
号
で
は
上
島
町
の
様
子
を
お
届
け

し
ま
し
た
。
ど
れ
も
勇
壮
華
麗
で
す
。
五
穀

豊
穣
。
今
年
も
豊
作
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　

 

◇

　

今
月
の
巻
頭
の
写
真
は
久
万
高
原
町
の

郷
土
料
理
で
す
。
ど
れ
も
美
味
し
そ
う
で

す
ね
。
こ
う
し
て
各
町
の
郷
土
料
理
を
眺

め
て
み
る
と
、
海
の
幸
・
山
の
幸
と
多
彩

で
、
地
域
の
特
色
が
み
て
と
れ
ま
す
。

　

い
ち
ど
食
べ
に
行
っ
て
み
よ
う
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　

 

◇

　

美
味
し
い
食
べ
物
は
お
酒
を
美
味
し
く

し
ま
す
。
お
酒
も
ま
た
食
べ
物
を
美
味
し

く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

食
欲
の
秋
。
酒
仙
を
気
取
る
僕
に
と
っ

て
何
よ
り
う
れ
し
い
季
節
で
す
。
今
夜
も

酔
っ
て
候
。

　
　
　
　
　
　
　

 

◇

　

会
報
の
編
集
に
当
た
り
各
町
の
ご
担
当

さ
ま
を
は
じ
め
皆
さ
ん
に
は
、
な
に
か
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

昔
も
今
も
こ
れ
か
ら
も
周
り
の
人
が
頼

り
で
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

公
務
災
害
補
償
等
事
務
連
絡
会
議
、
中

国
・
四
国
地
区
消
防
補
償
等
事
務
連
絡

会
議

▽
27
日
＝
平
成
24
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
運
営
委
員
会
、
平
成
24

年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会


